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一

　

屏
風
歌
は
十
世
紀
に
多
く
製
作
さ
れ
た
が
、『
古
今
集
』
以
前
に
製
作
さ
れ

た
も
の
は
、
断
片
的
な
資
料
が
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、

延
喜
五
年
に
製
作
さ
れ
た
定
国
四
十
賀
屏
風
は
、『
古
今
集
』
賀
部
に
ま
と
ま
っ

て
収
録
さ
れ
、
企
画
の
全
体
像
が
知
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
寛
平
末
年
に
製
作

さ
れ
た
伊
勢
の
物
語
屏
風
）
1
（

に
次
ぐ
も
の
で
注
意
さ
れ
る
。

　

当
該
屏
風
に
関
し
て
は
、『
古
今
集
』
に
お
け
る
作
者
表
記
の
問
題
と
関
わ
り
、

そ
の
詠
者
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
）
2
（

。
ま
た
『
古
今
集
』
に
載
ら
な
い

和
歌
も
含
め
作
品
を
集
成
し
、
構
成
を
検
討
し
た
論
も
あ
る
）
3
（

。
し
か
し
、
そ
の

製
作
の
経
緯
を
扱
っ
た
論
考
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
当
該
屏
風
製
作
の
背
景
を
探
っ
た
う
え
で
、
構
成
を
検
討
し
、

そ
の
製
作
企
図
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

二

　

当
該
屏
風
の
検
討
に
入
る
前
に
、
屏
風
に
文
字
を
配
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

実
態
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
も
そ
も
、
屏
風
に
文
字
や
詩
歌
を
配
す
用
例

は
僅
少
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
用
例
も
い
く
つ
か
み
え
る
が
、
日
本
に
お
い

て
は
、『
経
国
集
』
に
載
る
嵯
峨
朝
の
例
が
も
っ
と
も
古
い
。
さ
ら
に
、
算
賀

に
際
し
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
、『
菅
家
文
草
』
に
載
る
基
経
五
十
賀
屏
風
や

能
有
五
十
賀
屏
風
が
あ
る
。

　

基
経
五
十
賀
屏
風
は
、
そ
の
題
詞
に
、

Ａ
右
親
衛
平
将
軍
、
率
廐
亭
諸
僕
、
奉
賀
相
国
五
十
年
。
宴
座
後
屏
風
図

詩
五
首
、
并
序
。

と
あ
る
）
4
（

。
傍
線
Ａ
「
右
親
衛
平
将
軍
」
は
、
平
惟
範
。
ま
た
、
詩
序
の
割
注
に

も
子
細
が
記
さ
れ
て
お
り
、

将
軍
許
余
、
以
言
笑
之
好
。
元
年
冬
杪
密
語
云
、
相
国
今
年
満
五
十
、
予

藤
原
定
国
四
十
賀
屏
風
攷

荒
　
井
　
洋
　
樹



1195（116）

率
諸
僕
、
可
設
遊
宴
。
座
後
所
施
屏
風
、
欲
致
妙
絶
。
Ｂ
汝
作
詩
、
藤
将

軍
書
之
、
巨
金
岡
画
之
、
予
願
足
矣
。
再
三
雖
辞
、
遂
不
寛
放
。
此
序
是

呂
氏
春
秋
之
成
文
也
。
為
敍
本
意
乃
有
此
注
而
已
。 

（
一
七
四
）

と
あ
る
。傍
線
Ｂ
に
詩
作
は
道
真
、揮
毫
は
藤
原
敏
行
、絵
は
巨
勢
金
岡
と
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
代
の
第
一
人
者
が
当
た
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
該
屏
風
に

は
、
内
田
順
子
の
言
及
が
あ
り
、
画
題
が
「
儒
教
の
徳
治
政
治
に
基
づ
く
」
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
）
5
（

。

　

能
有
五
十
賀
屏
風
も
、
題
詞
に
、

Ｃ
右
金
吾
源
亞
将
、
與
余
有
師
友
之
義
。
夜
過
直
廬
相
談
言
曰
、「
厳
父

大
納
言
、
去
年
五
十
、
心
往
事
留
。
過
年
無
賀
。
此
春
已
修
功
徳
、
明
日

聊
設
小
宴
。
座
施
屏
風
寫
諸
霊
寿
。
Ｄ
本
文
者
紀
侍
郎
之
所
抄
出
。
新
様

者
巨
大
夫
之
所
書
画
。
書
先
屬
藤
右
軍
。
詩
則
汝
之
任
也
」。
談
畢
帰
去
。

欲
罷
不
能
。
予
向
燈
握
筆
、
且
排
且
草
。
五
更
欲
尽
、
五
首
纔
成
。
右
軍

即
書
之
、
以
備
遊
宴
事
。
若
不
詳
録
、
難
可
得
意
。
題
脚
且
注
本
文
。
他

時
断
其
疑
惑
。
故
叙
之
。 
（
三
八
六
）

と
あ
る
。
傍
線
Ｃ
「
右
金
吾
源
亞
将
」
は
、
能
有
男
の
当ま
さ

時と
き

で
あ
る
。
こ
の
屏

風
も
傍
線
Ｄ
に
あ
る
よ
う
に
、
詩
の
作
者
、
揮
毫
者
、
絵
師
は
基
経
五
十
賀
屏

風
と
同
じ
だ
が
、
新
た
に
「
本
文
」
す
な
わ
ち
題
材
を
選
定
す
る
人
物
と
し
て

紀
長
谷
雄
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
題
材
と
詩
作
に
は
、
谷
口
孝
介
の
言
及
が

あ
り
、
本
文
は
神
仙
思
想
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
詩
に
は
「
理
想
的
政
治

の
実
現
」
を
企
図
す
る
意
識
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
6
（

。
こ
う
し
た
政
教
的
題
材
は

唐
絵
屏
風
に
多
く
み
ら
れ
、
仁
和
四
年
に
は
、
御
在
所
の
南
廂
東
西
の
障
子
を
、

直
方
、
興
基
、
惟
範
、
時
平
に
命
じ
て
鴻
儒
の
詩
人
を
選
ば
せ
、
金
岡
に
肖
像

を
描
か
せ
て
い
る
）
7
（

。
政
治
的
空
間
を
囲
繞
す
る
調
度
と
し
て
、
政
教
上
の
理
想

を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
算
賀
屏
風
詩
も
基
本
的
に
は
、
こ
う
し
た
思
想
の

下
に
企
画
、
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

で
は
、
屏
風
歌
は
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。『
古
今
集
』
以
前

の
屏
風
歌
は
、
ま
と
ま
っ
て
資
料
が
残
る
も
の
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
く
）
8
（

、『
古

今
集
』
中
に
断
片
的
に
み
え
る
例
に
限
ら
れ
る
。
以
下
、『
古
今
集
』
所
載
例

を
検
討
し
た
い
。

　

算
賀
屏
風
に
和
歌
を
詠
む
例
に
着
目
す
る
と
、
次
の
例
が
も
っ
と
も
早
い
。

貞
保
の
み
こ
の
后
の
宮
の
五
十
の
賀
た
て
ま
つ
り
け
る
御
屏
風
に
さ

く
ら
の
花
の
ち
る
し
た
に
人
の
花
見
た
る
か
た
か
け
る
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ぢ
は
ら
の
お
き
か
ぜ

い
た
づ
ら
に
す
ぐ
す
月
日
は
お
も
ほ
え
で
花
見
て
く
ら
す
春
ぞ
す
く
な
き

 

（
賀
・
三
五
一
）

　

こ
の
屏
風
は
、
寛
平
三
年
に
貞
保
親
王
が
母
高
子
の
五
十
賀
に
献
じ
た
も
の

で
あ
る
。
傍
線
部
の
よ
う
に
、
屏
風
絵
を
題
材
に
詠
進
し
て
い
る
が
、
後
掲
の

用
例
の
よ
う
に
屏
風
に
書
い
た
こ
と
を
言
明
し
て
お
ら
ず
、
実
際
に
屏
風
に
歌

が
押
さ
れ
た
と
は
判
じ
難
い
）
9
（

。
歌
意
は
、
無
為
に
過
ご
す
月
日
を
ど
れ
ほ
ど
過

ご
し
た
と
も
思
わ
れ
な
い
で
、
花
を
見
て
暮
ら
す
春
は
少
な
い
も
の
だ
、
と
な

る
。
惜
春
の
念
を
表
明
し
、
屏
風
絵
の
情
景
を
詠
む
だ
け
で
、
和
歌
に
よ
り
屏

風
に
何
か
を
付
加
す
る
表
現
は
な
い
。

　

実
際
に
屏
風
に
押
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
興
風
歌
に
続
い
て
収
め
ら
れ
る
、
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本
康
の
み
こ
の
七
十
の
賀
の
う
し
ろ
の
屏
風
に
よ
み
て
か
き
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
の
つ
ら
ゆ
き

春
く
れ
ば
や
ど
に
ま
づ
さ
く
梅
花
君
が
ち
と
せ
の
か
ざ
し
と
ぞ
見
る

 

（
賀
・
三
五
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
せ
い
法
し

い
に
し
へ
に
あ
り
き
あ
ら
ず
は
し
ら
ね
ど
も
ち
と
せ
の
た
め
し
君
に
は
じ

め
む 

（
三
五
三
）

ふ
し
て
お
も
ひ
お
き
て
か
ぞ
ふ
る
よ
ろ
づ
よ
は
神
ぞ
し
る
ら
む
わ
が
き
み

の
た
め 

（
三
五
四
）

が
あ
る
。
本
康
親
王
は
生
年
未
詳
だ
が
、
仁
明
天
皇
第
五
皇
子
で
、
第
四
皇
子

の
人
康
親
王
が
天
長
八
年
の
生
ま
れ
）
10
（

だ
か
ら
、
同
年
以
降
の
出
生
。
ま
た
、
延

喜
元
年
に
薨
じ
て
い
る
こ
と
が
確
実
）
11
（

な
の
で
、
こ
の
算
賀
は
、
昌
泰
三
年
も
し

く
は
延
喜
元
年
の
催
行
と
な
る
。
そ
し
て
、
詞
書
傍
線
部
が
示
す
よ
う
に
、
実

際
に
屏
風
に
押
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
和
歌
の
表
現
は
「
ち
と
せ
」
や

「
よ
ろ
づ
よ
」
の
語
を
用
い
、「
君
」
＝
受
賀
者
の
長
寿
を
言
祝
い
で
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
三
首
相
互
に
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
、
お
の
お
の
独
立
し

て
賀
意
を
表
現
し
て
い
る
。
仮
に
本
康
親
王
七
十
賀
屏
風
に
こ
の
三
首
以
外
の

和
歌
が
あ
り
、
そ
こ
に
構
成
意
識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、『
古
今
集
』
に
お
い

て
は
こ
の
三
首
だ
け
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
後
掲
の
定
国
四
十
賀
が
あ
る
程
度

ま
と
ま
っ
て
収
載
さ
れ
、
全
体
像
を
想
起
で
き
る
の
と
は
扱
い
が
異
な
る
。

　

屏
風
詩
で
は
、
政
治
的
空
間
を
囲
繞
す
る
調
度
と
し
て
、
政
治
的
理
想
の
実

現
を
旨
と
し
た
詩
が
詠
進
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
現
存
す
る
『
古
今
集
』
以
前

の
屏
風
歌
で
は
、
和
歌
に
よ
り
賀
意
な
ど
を
付
与
し
た
り
、
緊
密
な
構
成
を
意

識
さ
せ
る
よ
う
な
事
例
は
み
ら
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
構
成
を
保
存
し
て
残

す
意
識
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

三

　

定
国
四
十
賀
屏
風
は
、
諸
書
に
断
片
的
な
資
料
が
伝
存
す
る
。
ま
ず
、
そ
れ

ら
を
整
理
す
る
。
以
下
、
歌
集
ご
と
に
詞
書
と
と
も
に
和
歌
を
列
挙
す
る
が
、

先
に
掲
出
し
た
資
料
と
重
複
す
る
和
歌
は
割
愛
し
た
。
ま
た
、
当
該
屏
風
は
全

十
二
首
で
構
成
さ
れ
、
徳
原
茂
美
は
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
三
首
づ
つ
配
さ
れ
て

い
る
と
指
摘
し
て
い
る
）
12
（

。
こ
こ
で
は
、
便
宜
上
、
四
季
順
に
直
し
た
場
合
の
順

序
を
丸
数
字
で
付
し
た
。

　

ま
ず
、
当
該
屏
風
の
和
歌
を
最
も
多
く
伝
え
る
『
古
今
集
』
を
掲
出
す
る
）
13
（

。

『
古
今
集
』
所
載
歌
に
は
作
者
名
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
他
出
文
献
等
に

よ
り
判
明
す
る
作
者
を
歌
番
号
と
と
も
に
示
し
た
。

内
侍
の
か
み
の
右
大
将
ふ
ぢ
は
ら
の
朝
臣
の
四
十
賀
し
け
る
時
に
、

四
季
の
絵
か
け
る
う
し
ろ
の
屏
風
に
か
き
た
り
け
る
う
た

①　

か
す
が
の
に
わ
か
な
つ
み
つ
つ
よ
ろ
づ
世
を
い
は
ふ
心
は
神
ぞ
し
る
ら
む

 

（
三
五
七
・
素
性
）

②　

山
た
か
み
く
も
ゐ
に
見
ゆ
る
さ
く
ら
花
心
の
行
き
て
を
ら
ぬ
日
ぞ
な
き

 

（
三
五
八
・
躬
恒
）

　
　
　
　

夏
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④　

め
づ
ら
し
き
こ
ゑ
な
ら
な
く
に
郭
公
こ
こ
ら
の
年
を
あ
か
ず
も
あ
る
か
な

 

（
三
五
九
・
友
則
）

　
　
　
　

秋

⑦　

住
の
江
の
松
を
秋
風
吹
く
か
ら
に
こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
お
き
つ
白
浪

 

（
三
六
〇
・
躬
恒
）

⑧　

千
鳥
な
く
さ
ほ
の
河
ぎ
り
た
ち
ぬ
ら
し
山
の
こ
の
は
も
色
ま
さ
り
ゆ
く

 

（
三
六
一
・
忠
岑
）

⑨　

秋
く
れ
ど
色
も
か
は
ら
ぬ
と
き
は
山
よ
そ
の
も
み
ぢ
を
風
ぞ
か
し
け
る

 

（
三
六
二
・
是
則
）

　
　
　
　

冬

⑪　

白
雪
の
ふ
り
し
く
時
は
み
よ
し
の
の
山
し
た
風
に
花
ぞ
ち
り
け
る

 
（
三
六
三
・
貫
之
）

　
「
右
大
将
ふ
ぢ
は
ら
の
朝
臣
」
は
定
国
で
、「
内
侍
の
か
み
」
は
定
国
の
妹
で

あ
る
満
子
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
満
子
主
催
の
定
国
四
十
賀
に
際
し
、

屏
風
を
製
作
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
満
子
が
「
内
侍
の
か
み
」

に
な
る
の
は
延
喜
七
年
で
あ
り
）
14
（

、『
古
今
集
』
撰
進
が
序
の
記
す
延
喜
五
年
と

す
れ
ば
、
当
該
歌
群
は
増
補
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
15
（

。

　

次
に
各
歌
人
の
家
集
に
目
を
向
け
る
。
西
本
願
寺
本
『
貫
之
集
』
で
は
、

延
喜
五
年
二
月
廿
一
日
、
尚
侍
之
被
奉
泉
右
大
将
賀
之
時
屏
風
、
依

内
裏
仰
奉
之

⑤　

夏
山
の
か
げ
を
し
げ
み
や
た
ま
ほ
こ
の
み
ち
ゆ
く
人
も
た
ち
と
ま
る
ら
む

 

（
一
）

と
製
作
事
情
が
記
さ
れ
て
お
り
）
16
（

、
屏
風
が
、「
依
内
裏
仰
奉
之
」
と
醍
醐
の
仰

せ
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
満
子
主
催
の
四
十
賀
に
、
醍
醐
が

屏
風
を
下
賜
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

同
様
に
、
西
本
願
寺
本
『
躬
恒
集
』（
Ⅳ
）
も
、

（ 

延
喜
五
年
二
月
十
日
、
お
ほ
せ
ご
と
に
よ
り
て
た
て
ま
つ
れ
る
、

い
づ
み
の
大
将
四
十
の
賀
の
料
、
屏
風
四
帖
、
う
ち
よ
り
は
じ
め

て
な
い
し
の
か
む
の
と
の
に
た
ま
ふ
う
た
）

⑩　

  

か
は
か
み
に
し
ぐ
れ
の
み
ふ
る
あ
じ
ろ
ぎ
は
も
み
ぢ
さ
へ
こ
そ
お
ち
ま
さ

り
け
れ 

（
七
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
屏
風
の
製
作
は
醍
醐
側
に
お
い
て
な
さ
れ
て
お
り
、『
貫

之
集
』
の
情
報
と
同
じ
内
容
と
理
解
で
き
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
伝
為
家
筆
本
『
忠
岑
集
』（
Ⅰ
）
に
は
、

　
　
　
　

右
大
将
卌
賀
ノ
屏
風
ニ
、
ナ
ツ

⑥　

  

オ
ホ
ア
ラ
キ
ノ
モ
リ
ノ
シ
タ
草
シ
ゲ
リ
ア
ヒ
テ
フ
カ
ク
モ
ナ
ツ
ノ
ナ
リ
ニ

ケ
ル
カ
ナ 

（
三
）

　
　
　
　

泉
大
将
四
十
賀
ノ
屏
風
ニ

③　

  

ニ
ゴ
リ
ナ
キ
キ
ヨ
タ
キ
ガ
ハ
ノ
清
ケ
レ
バ
ソ
コ
ヨ
リ
セ
ク
ト
見
ユ
ル
フ
チ

ナ
ミ 

（
三
〇
）

と
あ
り
、
唐
草
本
『
素
性
集
』（
Ⅲ
）
に
も
、

（
い
づ
み
の
大
将
の
卌
賀
の
屏
風
に
）

　
　
　
　

冬

⑫　

う
ゑ
て
み
る
松
と
竹
と
は
君
か
世
の
千
と
せ
ゆ
き
ふ
る
色
も
か
は
ら
す
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（
四
二
）

が
あ
る
）
17
（

。
以
上
が
現
在
知
ら
れ
て
い
る
当
該
屏
風
歌
の
す
べ
て
で
あ
る
。
な
お
、

『
玉
葉
集
』
に
、

延
喜
五
年
、
内
よ
り
お
ほ
せ
事
に
よ
り
て
た
て
ま
つ
り
け
る
屏
風
歌

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

躬
恒

わ
れ
き
き
て
人
に
は
つ
げ
ん
ほ
と
と
ぎ
す
思
ふ
も
し
る
く
ま
づ
こ
こ
に
な

け 

（
夏
・
三
〇
八
）

が
あ
り
、
徳
原
は
当
該
屏
風
の
た
め
の
詠
作
と
し
、
競
作
を
想
定
す
る
）
18
（

が
、
こ

の
歌
は
『
亭
子
院
歌
合
』
に
、

わ
れ
き
き
て
ひ
と
に
は
つ
げ
む
ほ
と
と
ぎ
す
お
も
ふ
も
し
る
く
ま
づ
こ
こ

に
な
け 

（
四
七
）

と
み
え
、
中
世
の
勅
撰
集
の
記
載
を
根
拠
に
競
作
説
を
唱
え
る
の
は
無
理
が
あ

る
。
な
お
、
承
空
本
『
躬
恒
集
』（
Ⅲ
）
に
は
、

（
延
喜
御
時
屏
風
ニ
）

ワ
レ
キ
ヽ
テ
人
ニ
ハ
ツ
ゲ
ン
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
オ
モ
ヒ
ノ
ホ
カ
ニ
ナ
カ
バ
ウ
カ

ラ
ン 

（
三
七
〇
）

が
あ
り
、
類
似
す
る
が
下
句
は
異
な
る
。
こ
の
あ
た
り
に
『
玉
葉
集
』
の
混
乱

の
根
源
が
あ
る
か
。

　

こ
の
よ
う
に
集
成
し
て
み
る
と
、
各
歌
集
の
伝
え
る
情
報
に
繁
簡
の
差
異
が

あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
最
も
詳
し
い
『
貫
之
集
』
や
『
躬
恒
集
』
の
伝
え

る
製
作
過
程
は
、
当
該
屏
風
の
背
景
に
迫
る
上
で
、
重
要
で
あ
る
。
当
該
屏
風

が
醍
醐
に
よ
っ
て
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
記
述
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

か
な
文
字
の
社
会
的
定
着
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
『
古
今
集
』
の
撰
進
以

前
に
、
漢
詩
で
は
な
く
、
和
歌
を
配
し
た
屏
風
を
製
作
す
る
動
機
は
、
算
賀
の

主
催
者
が
女
性
で
あ
る
満
子
で
あ
っ
た
こ
と
に
収
斂
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

な
ぜ
、
醍
醐
は
一
介
の
臣
下
の
算
賀
に
屏
風
を
下
賜
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
漢
詩
で
は
な
く
和
歌
で
表
現
し
た
世
界
は
、
い
か
な
る
も
の

で
あ
っ
た
の
か
。

四

　

当
該
屏
風
に
関
わ
る
三
人
、
す
な
わ
ち
醍
醐
、
定
国
、
満
子
の
関
係
を
、
時

系
列
で
確
認
す
る
。

　

元
慶
八
年
、
十
七
歳
の
陽
成
天
皇
が
退
位
し
、
五
十
五
歳
と
高
齢
で
、
血
縁

も
遠
い
光
孝
天
皇
が
即
位
す
る
（
関
係
略
系
図
①
）。
そ
の
際
、
光
孝
は
、
斎

宮
斎
院
を
除
く
自
身
の
皇
子
女
を
す
べ
て
臣
籍
に
下
ろ
し
）
19
（

、
自
身
の
血
統
に
皇

位
を
継
が
せ
る
意
志
の
な
い
こ
と
を
宣
明
し
た
。
こ
の
時
、
後
に
即
位
す
る
定

省
（
の
ち
の
宇
多
）
も
源
姓
を
賜
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
年
後
の
仁
和
三
年

八
月
二
十
六
日
に
光
孝
は
崩
じ
る
。
こ
れ
を
受
け
定
省
が
皇
籍
に
復
し
即
位
す

る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
基
経
ら
廷
臣
が
光
孝
に
後
継
者
を
請
う
た
の
は
、
崩

御
直
前
の
八
月
二
十
二
日
で
あ
っ
た
）
20
（

。
宇
多
の
即
位
は
、
直
前
に
な
っ
て
慌
た

だ
し
く
決
定
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
光
孝
に
し
て
も
宇
多
に
し
て
も
、
ほ
ん
ら
い
即
位
を
期
待
さ
れ
る

人
物
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
摂
関
家
の
子
女
を
妻
と
し
て
お
ら
ず
、
有
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力
な
外
戚
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
宇
多
に
お
い
て
は
即
位
後
、
所
謂
阿
衡
紛
議

を
経
た
後
に
基
経
女
温
子
が
入
内
し
、
よ
う
や
く
関
係
を
作
る
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
結
局
温
子
に
皇
子
は
生
ま
れ
ず
、
宇
多
の
次
の
天
皇
も
摂
関
家
と
は

血
縁
の
な
い
敦
仁
（
の
ち
の
醍
醐
）
と
な
っ
た
（
関
係
略
系
図
②
）。

　

醍
醐
の
即
位
の
直
前
、
寛
平
八
年
に
至
っ
て
、
陽
成
生
母
で
あ
る
藤
原
高
子

が
廃
后
さ
れ
る
）
21
（

。
陽
成
の
退
位
後
、
十
二
年
を
経
た
こ
の
時
点
で
の
廃
后
は
、

子
供
の
い
な
か
っ
た
敦
仁
が
即
位
し
て
も
、
高
子
所
生
の
貞
保
ら
が
立
太
子
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
翌
寛
平
九
年
の
敦
仁
へ
の
譲
位
を
睨
ん
で
の
措
置
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
初
の
宇
多
の
政
権
構
想
に
お
い
て
、
醍
醐
朝
の
廟
堂
は
、
時
平
・
道
真
を

中
心
に
、
醍
醐
の
外
戚
で
あ
る
高
藤
・
定
国
父
子
を
参
画
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ

た
よ
う
だ
。
高
藤
は
、
寛
平
五
年
に
敦
仁
が
立
太
子
し
た
翌
年
の
除
目
で
、
従

四
位
下
か
ら
三
階
を
超
え
て
従
三
位
に
叙
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
参
議
と
な

る
な
ど
急
速
に
昇
進
す
る
。
勧
修
寺
家
の
一
族
を
優
遇
す
る
方
向
性
は
、
宇
多

の
譲
位
に
当
た
っ
て
記
さ
れ
た
『
寛
平
御
遺
誡
』
に
も
明
示
さ
れ
て
お
り
、

内
侍
所
は
、
有
司
す
で
に
存
せ
り
。
た
だ
宮
中
の
至
難
な
る
も
の
は
、
こ

れ
後
庭
の
こ
と
な
り
。今
す
べ
か
ら
く
そ
の
方
の
雑
事
、御
匣
殿
・
収
殿
・

糸
所
等
の
こ
と
は
、
定
国
朝
臣
の
姉
妹
近
親
の
中
、
そ
の
事
に
堪
ふ
べ
き

者
一
両
人
、
一
向
に
事
を
行
ふ
べ
し
。（
以
下
略
）

と
あ
る
）
22
（

。
後
宮
の
庶
務
に
つ
い
て
、
定
国
の
姉
妹
に
一
任
す
べ
し
と
の
訓
戒
で

あ
る
。

　

一
方
の
定
国
は
、
寛
平
五
年
に
敦
仁
が
立
太
子
す
る
と
東
宮
少
進
を
兼
官
し
、

後
に
東
宮
大
進
と
な
る
。
こ
の
と
き
の
東
宮
大
夫
は
時
平
、
東
宮
亮
は
道
真
で
、

外
戚
と
し
て
両
者
に
次
ぐ
位
置
を
得
て
い
る
。
そ
の
後
、
敦
仁
が
即
位
す
る
と
、

関
係
略
系
図
①

関
係
略
系
図
②
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そ
の
ま
ま
蔵
人
頭
と
な
り
、
二
年
後
の
昌
泰
二
年
に
は
、
二
月
に
参
議
、
十
二

月
に
は
七
人
を
超
え
て
中
納
言
に
任
ず
る
な
ど
、
高
藤
よ
り
急
速
な
昇
進
を
遂

げ
る
。
さ
ら
に
三
年
後
の
延
喜
二
年
に
は
、
大
納
言
に
昇
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
急
昇
進
の
背
景
に
は
、
高
藤
が
昌
泰
三
年
三
月
に
薨
去
し
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。

醍
醐
の
外
戚
を
廟
堂
に
据
え
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
醍
醐

朝
に
お
い
て
、
勧
修
寺
家
は
重
視
さ
れ
た
家
で
あ
っ
た
。

　

定
国
四
十
賀
の
直
前
に
も
、
皇
統
に
関
わ
る
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た
。
延
喜

四
年
に
醍
醐
の
息
崇
象
（
の
ち
保
明
に
改
名
）
が
立
太
子
し
て
い
る
。『
九
暦
』

に
、

延
喜
天
皇
始
加
元
服
之
夜
、
東〔
班
子
〕

院
后
御
女
妃
内〔
為
子
〕親

王
并
今
太〔
穏
子
〕皇

太
后
共
欲

参
入
、
Ａ
而
法〔

宇
多
〕皇

承
母
后
之
命
、
被
停
中
宮
之
参
入
也
、
其
後
彼
妃
内
親

王
不
幾
而
依
産
而
薨
、
其
時
彼
東
院
后
宮
聞
浮
説
云
、
依
中
宮
母
氏
之
冤

霊
、
有
此
妖
云
〻
、
因
之
重
可
被
停
中
宮
之
参
入
云
〻
、
Ｂ
而
故
贈〔

時
平
〕太

政

大
臣
左
右
廻
令
参
入
也
、
法
皇
雖
有
怒
気
、
事
已
成
也
、
不
能
遏
給
、
Ｃ

大
后
不
経
幾
程
産
男〔

保
明
〕皇

子
、
延
喜
天
皇
雖
存
旧
例
為
恐
法
皇
之
命
、
不
敢

及
其
儀
、
Ｄ
贈
太
政
大
臣
見
此
気
色
、
相
儀
上
表
也
、
Ｅ
此
事
不
見
文
簿
、

又
雖
乏
相
知
之
人
、
昔
側
所
伝
承
也

と
あ
る
）
23
（

。
傍
線
Ａ
の
よ
う
に
母
穏
子
の
入
内
か
ら
、
時
平
と
宇
多
・
班
子
と
の

間
に
確
執
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
傍
線
Ｂ
の
よ
う
に
時
平
が
側
近
た
ち
を
指
嗾
し

て
入
内
さ
せ
た
こ
と
に
、
宇
多
が
激
怒
し
て
い
る
。
ま
た
、
崇
象
が
生
ま
れ
た

折
に
も
、
傍
線
Ｃ
に
あ
る
よ
う
に
醍
醐
は
立
太
子
を
考
え
た
よ
う
だ
が
、
宇
多

へ
の
配
慮
か
ら
た
め
ら
っ
て
い
る
。
結
局
は
、
傍
線
Ｄ
時
平
が
公
卿
た
ち
の
上

表
を
取
り
付
け
立
太
子
を
実
現
し
た
。
師
輔
自
身
が
傍
線
Ｅ
「
此
事
不
見
文
簿
」

と
す
る
よ
う
に
、
Ａ
〜
Ｃ
の
経
緯
は
他
書
に
み
え
な
い
が
、
Ｄ
に
関
し
て
は
、

『
日
本
紀
略
』
延
喜
四
年
一
月
二
十
七
日
条
に
も
「
左
大
臣
以
下
諸
卿
上
表
。

請
立
皇
太
子
」
と
あ
る
）
24
（

。
こ
の
の
ち
、
二
月
一
日
に
勅
答
、
二
月
十
日
に
立
太

子
と
な
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
醍
醐
と
定
国
お
よ
び
勧
修
寺
家
と
の
間

で
、
紐
帯
を
確
認
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
勧
修
寺
家
な
の
か
。『
公
卿
補
任
』
に
拠
り
、
延
喜
五
年
当
時

の
廟
堂
の
面
々
を
確
認
す
る
）
25
（

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

左
大
臣　

藤
原
時
平
（
三
四
）

右
大
臣　

源
光
（
六
一
）

大
納
言　

藤
原
国
経
（
八
七
）

　
　
　
　

藤
原
定
国
（
四
〇
）

中
納
言　

源
貞
恒
（
五
〇
）

　
　
　
　

藤
原
有
穂
（
六
八
）

参
議　
　

藤
原
有
実
（
五
八
）

　
　
　
　

十
世
王
（
七
三
）

　
　
　
　

源
湛
（
六
一
）

　
　
　
　

平
惟
範
（
五
一
）

　
　
　
　

藤
原
清
経
（
六
〇
）

　
　
　
　

源
昇
（
四
七
）

　
　
　
　

在
原
友
于
（
六
四
）

　
　
　
　

紀
長
谷
雄
（
六
〇
）



1189（122）

　

こ
れ
に
、
昌
泰
三
年
に
叔
父
の
清
経
に
官
位
（
＝
参
議
）
を
譲
っ
た
元
参
議

忠
平
（
二
六
）
が
加
わ
る
。

　

時
平
は
、
崇
象
の
叔
父
で
あ
る
。
光
は
、
仁
明
源
氏
で
、
光
孝
朝
以
降
に
昇

進
を
重
ね
て
い
る
。
国
経
は
、
長
良
男
で
高
子
の
兄
弟
で
あ
る
。
定
国
は
、
醍

醐
の
叔
父
に
当
た
る
。
貞
恒
は
、
光
孝
源
氏
で
、
宇
多
の
兄
で
醍
醐
の
叔
父
に

当
た
る
。
有
穂
は
、
光
孝
の
い
と
こ
で
、
光
孝
即
位
後
急
速
に
昇
進
し
た
人
物

で
あ
る
。
有
実
は
、
清
和
・
陽
成
に
近
侍
し
、
元
慶
六
年
に
三
十
六
歳
と
い
う

異
例
の
早
さ
で
参
議
に
至
る
が
、
光
孝
朝
以
降
昇
進
は
な
い
。
十
世
王
は
、
班

子
の
兄
弟
で
、
宇
多
の
叔
父
、
醍
醐
の
大
叔
父
で
あ
る
。
湛
は
、
嵯
峨
源
氏
で

宇
多
朝
に
お
い
て
蔵
人
頭
を
務
め
た
。
惟
範
は
、
母
が
長
良
女
で
、
妻
が
人
康

女
で
あ
る
。
基
経
も
人
康
女
を
妻
と
す
る
か
ら
、
摂
関
家
と
関
係
の
深
い
人
物

で
あ
る
。
清
経
は
、
兄
国
経
と
同
じ
く
、
長
良
男
で
高
子
の
兄
弟
で
あ
る
。
昇

は
、
嵯
峨
源
氏
で
湛
の
弟
、
や
は
り
宇
多
朝
に
お
い
て
蔵
人
頭
に
な
っ
て
い
る
。

友
于
と
長
谷
雄
は
文
人
学
者
で
、
政
治
的
な
実
権
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
廟
堂
の
首
班
で
外
戚
の
地
位
を
得
た
時
平
が
、
清
和
朝
・
陽

成
朝
の
よ
う
に
幼
帝
を
担
い
で
政
権
を
主
導
す
る
選
択
肢
も
あ
り
得
た
。
こ
の

後
も
醍
醐
が
影
響
力
を
持
つ
に
は
、
時
平
と
の
関
係
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
関
係

が
も
っ
と
も
近
く
、
し
か
も
政
権
の
中
枢
近
く
に
い
た
定
国
、
勧
修
寺
家
と
の

紐
帯
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

五

　

当
該
屏
風
の
構
成
は
、
徳
原
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
各
月
一
首
の
全
十

二
首
で
あ
っ
た
。
屏
風
歌
を
季
節
順
に
再
掲
す
る
。

①　

か
す
が
の
に
わ
か
な
つ
み
つ
つ
よ
ろ
づ
世
を
い
は
ふ
心
は
神
ぞ
し
る
ら
む

②　

山
た
か
み
く
も
ゐ
に
見
ゆ
る
さ
く
ら
花
心
の
行
き
て
を
ら
ぬ
日
ぞ
な
き

③　

  

ニ
ゴ
リ
ナ
キ
キ
ヨ
タ
キ
ガ
ハ
ノ
清
ケ
レ
バ
ソ
コ
ヨ
リ
セ
ク
ト
見
ユ
ル
フ
チ

ナ
ミ

④　

め
づ
ら
し
き
こ
ゑ
な
ら
な
く
に
郭
公
こ
こ
ら
の
年
を
あ
か
ず
も
あ
る
か
な

⑤　

夏
山
の
か
げ
を
し
げ
み
や
た
ま
ほ
こ
の
み
ち
ゆ
く
人
も
た
ち
と
ま
る
ら
む

⑥　

  

オ
ホ
ア
ラ
キ
ノ
モ
リ
ノ
シ
タ
草
シ
ゲ
リ
ア
ヒ
テ
フ
カ
ク
モ
ナ
ツ
ノ
ナ
リ
ニ

ケ
ル
カ
ナ

⑦　

住
の
江
の
松
を
秋
風
吹
く
か
ら
に
こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
お
き
つ
白
浪

⑧　

千
鳥
な
く
さ
ほ
の
河
ぎ
り
た
ち
ぬ
ら
し
山
の
こ
の
は
も
色
ま
さ
り
ゆ
く

⑨　

秋
く
れ
ど
色
も
か
は
ら
ぬ
と
き
は
山
よ
そ
の
も
み
ぢ
を
風
ぞ
か
し
け
る

⑩　

  

か
は
か
み
に
し
ぐ
れ
の
み
ふ
る
あ
じ
ろ
ぎ
は
も
み
ぢ
さ
へ
こ
そ
お
ち
ま
さ

り
け
れ

⑪　

白
雪
の
ふ
り
し
く
時
は
み
よ
し
の
の
山
し
た
風
に
花
ぞ
ち
り
け
る

⑫　

う
ゑ
て
見
る
松
と
竹
と
は
き
み
が
よ
に
ち
と
せ
ゆ
き
か
ふ
色
も
か
は
ら
じ

　

こ
れ
ら
の
歌
に
検
討
を
加
え
た
い
。
ま
ず
、
各
月
一
首
の
全
十
二
首
で
構
成

し
て
い
る
点
、
一
年
の
時
の
流
れ
を
月
単
位
で
表
現
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
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る
。
一
年
の
時
の
流
れ
を
和
歌
で
表
現
す
る
『
古
今
集
』
四
季
部
と
の
関
係
は
、

ま
ず
検
討
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
十
二
首
の
う
ち
①
②
③
④
⑦
⑧
⑨

⑪
の
八
首
に
は
、『
古
今
集
』
四
季
部
に
み
え
る
題
材
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
し

か
も
、
③
を
除
く
七
首
が
『
古
今
集
』
賀
部
に
と
ら
れ
る
歌
な
の
で
あ
る
。
四

季
部
と
対
応
す
る
歌
を
選
び
、
賀
部
に
入
集
さ
せ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
換
言

す
れ
ば
、
そ
う
し
た
撰
歌
基
準
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。『
古
今
集
』
に

お
け
る
当
該
屏
風
歌
群
の
存
在
は
、
従
来
か
ら
問
題
視
さ
れ
、
多
く
の
論
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。奥
村
は
一
貫
し
て
増
補
論
を
採
ら
な
い
）
26
（

が
、増
田
は
『
古

今
集
』
三
五
七
番
歌
の
み
が
元
来
存
在
す
る
歌
で
そ
れ
以
降
を
「
私
的
に
メ
モ

の
形
で
記
入
し
た
本
文
」
と
し
て
増
補
で
あ
る
と
指
摘
す
る
）
27
（

。
田
中
は
満
子
を

「
内
侍
」
と
表
現
す
る
こ
と
か
ら
延
喜
七
年
以
降
の
記
述
と
し
て
全
歌
増
補
で

あ
る
と
説
く
）
28
（

。
田
中
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
詞
書
か
ら
み
て
当
該
歌
群
が
増
補

で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、
後
述
す
る
当
該
屏
風
の
構
成
意
図
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
一
回
的
な
増
補
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
①
③
⑥
⑦
⑧
⑨
⑪
と
、
地
名
を
詠
む
歌
が
七
首
あ
る
点
も
留
意
さ
れ
る
。

特
に
③
の
「
キ
ヨ
タ
キ
ガ
ハ
」
と
⑨
の
「
と
き
は
山
」
は
、
当
作
を
最
古
の
用

例
と
し
、
⑥
「
オ
ホ
ア
ラ
キ
ノ
モ
リ
」
も
先
行
例
の
少
な
い
地
名
で
あ
る
。

　

ま
た
、
算
賀
屏
風
と
し
て
み
た
場
合
、
賀
意
を
直
接
に
表
出
す
る
歌
は
、
と

も
に
素
性
の
詠
作
で
あ
る
①
⑫
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
は
二
節
で
確
認
し
た
本
康

親
王
七
十
賀
屏
風
の
表
現
と
は
異
な
る
。
む
ろ
ん
、
本
康
親
王
七
十
賀
屏
風
に

は
伝
存
し
な
い
歌
が
あ
り
、
そ
れ
が
賀
意
を
含
ま
な
か
っ
た
可
能
性
は
残
る
が
、

定
国
屏
風
の
賀
意
を
含
ま
な
い
歌
が
『
古
今
集
』
賀
部
に
入
り
、
本
康
親
王
七

十
賀
屏
風
の
賀
意
を
含
ま
な
い
歌
が
入
集
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
扱

い
に
差
異
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

以
上
三
つ
の
問
題
点
を
軸
に
、
当
該
屏
風
詠
を
精
読
し
た
い
。

　

①
は
、
春
日
野
で
の
若
菜
摘
み
を
詠
み
、
長
寿
を
予
祝
す
る
。
こ
の
取
り
合

わ
せ
は
最
古
の
も
の
で
、
後
続
例
に
は
、
藤
原
清
貫
四
十
賀
屏
風
の
、

か
す
が
の
の
若
菜
も
君
を
い
の
ら
な
む
た
が
た
め
に
つ
む
春
な
ら
な
く
に

 

（
貫
之
集
・
延
長
四
年
藤
原
清
貫
六
十
賀
屏
風
・
若
菜
つ
め
る
所
・
一
七
三
）

な
ど
が
あ
り
、
春
日
野
す
な
わ
ち
藤
氏
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
定
国
の

妹
満
子
の
四
十
賀
で
も
、

年
の
内
に
春
た
つ
事
を
春
日
野
の
わ
か
な
さ
へ
に
も
し
り
に
け
る
か
な

 

（
貫
之
集
・
延
喜
十
二
年
年
内
立
春
満
子
四
十
賀
屏
風
・
七
〇
二
）

と
同
様
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
①
で
は
、「
よ
ろ
づ
世
を
い
は
ふ
」
と
賀
意
を
表

明
し
、
そ
れ
を
「
神
」
も
知
る
と
春
日
の
神
を
意
識
し
表
現
し
て
い
る
。

　

②
は
、
桜
と
雲
の
見
立
て
を
用
い
る
。『
古
今
集
』
仮
名
序
に
、「
春
の
あ
し

た
よ
し
の
の
山
の
さ
く
ら
は
人
ま
ろ
が
心
に
は
く
も
か
と
の
み
な
む
お
ぼ
え
け

る
」
と
あ
る
ご
と
く
、
古
く
か
ら
の
表
現
形
式
で
、

桜
花
さ
き
に
け
ら
し
な
あ
し
ひ
き
の
山
の
か
ひ
よ
り
見
ゆ
る
白
雲

 

（
古
今
集
・
春
上
・
つ
ら
ゆ
き
・
五
九
）

な
ど
用
例
は
多
い
。
し
か
し
、
①
と
異
な
り
、
賀
意
を
表
現
す
る
こ
と
は
な
い
。

下
句
も
、
心
が
桜
の
下
ま
で
赴
き
手
折
ら
ぬ
日
は
な
い
と
詠
ん
で
お
り
、
桜
花

を
思
慕
す
る
。

　

③
は
、『
古
今
集
』
に
は
と
ら
れ
な
い
が
、
水
辺
の
藤
を
詠
む
歌
に
、
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わ
が
や
ど
の
池
の
藤
波
さ
き
に
け
り
山
郭
公
い
つ
か
き
な
か
む

 

（
古
今
集
・
夏
・
一
三
五
）

が
あ
る
。
清
滝
川
は
、
十
世
紀
以
前
に
は
当
該
歌
し
か
詠
作
例
が
な
く
、
作
例

が
増
え
る
の
は
院
政
期
以
降
。
そ
れ
以
前
で
は
、

あ
か
か
ら
ぬ
心
の
く
ま
を
た
づ
ぬ
れ
ば
清
滝
河
の
月
も
す
み
け
り

 
（
和
泉
式
部
正
集
・
帥
宮
十
題
・
清
滝
川
の
月
・
三
六
三
）

し
ら
雲
に
き
み
が
心
の
す
む
こ
と
は
き
よ
た
き
河
と
い
づ
れ
ま
さ
れ
り

 

（
能
因
集
・
あ
た
ご
し
ら
雲
と
い
ふ
所
に
住
む
人
に
・
九
七
）

が
み
え
る
。
和
泉
式
部
詠
は
、
同
じ
歌
群
の
ほ
か
の
題
に
「
小
倉
山
」
が
あ
り
、

能
因
詠
は
、
愛
宕
と
関
連
す
る
か
ら
、
現
在
推
定
さ
れ
て
い
る
嵯
峨
野
の
清
滝

川
と
見
て
よ
い
。
な
お
、「
き
よ
た
き
」
で
は
、

き
よ
た
き
の
せ
ぜ
の
し
ら
い
と
く
り
た
め
て
山
わ
け
衣
お
り
て
き
ま
し
を

 

（
古
今
集
・
雑
上
・
神
退
法
師
・
九
二
五
）

の
例
が
あ
る
。
神
退
法
師
は
『
古
今
集
目
録
』
に
拠
れ
ば
近
江
国
滋
賀
郡
の
人

で
、
こ
の
清
滝
が
嵯
峨
野
の
清
滝
を
指
し
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
一

般
名
詞
と
し
て
捉
え
た
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

④
に
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
が
詠
ま
れ
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
は
『
古
今
集
』
夏
部
の

中
心
的
題
材
で
あ
る
。「
こ
こ
ら
」
は
こ
の
あ
た
り
の
意
で
用
い
る
の
が
普
通

だ
が
、
類
例
に
、

つ
ね
よ
り
も
を
し
み
か
ね
つ
る
は
る
ゆ
ゑ
に
こ
こ
ら
の
と
し
を
あ
か
ぬ
こ

ろ
か
な 

（
躬
恒
集
・
三
八
三
）

が
あ
り
、
長
い
年
月
を
指
す
場
合
に
も
用
い
る
。
こ
こ
で
も
、
珍
し
い
声
で
も

な
い
の
に
ほ
と
と
ぎ
す
は
長
い
年
月
飽
き
足
ら
ず
に
い
る
の
意
と
な
り
、
長
い

年
月
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。

　

⑤
は
、「
夏
山
の
か
げ
」
を
詠
む
が
、
こ
れ
は
『
古
今
集
』
夏
部
に
は
詠
ま

れ
な
い
題
材
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
夏
の
山
を
詠
む
こ
と
自
体
珍
し
く
、
先
行

す
る
歌
も
、

夏
山
の　

木
末
の
繁
に　

ほ
と
と
ぎ
す　

鳴
き
と
よ
む
な
る　

声
の
遙
け

さ 

（
万
葉
集
・
巻
八
・
一
四
九
四
）

な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
歌
も
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
主
題
で
あ
り
、
夏
の
山
だ
け

を
取
り
出
し
て
い
る
点
に
⑤
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
夏
の
山
の
木
陰
に
旅
人
が

立
ち
止
ま
る
情
景
が
描
か
れ
る
。

　

⑥
は
、
大
荒
木
の
森
を
詠
む
。
元
々
は
『
万
葉
集
』
に
大
荒
木
の
社
と
あ
る

地
名
だ
が
、『
古
今
集
』
前
後
で
は
、
森
と
捉
え
て
お
り
、
用
例
と
し
て
は
、

お
ほ
あ
ら
き
の
も
り
の
し
た
草
お
い
ぬ
れ
ば
駒
も
す
さ
め
ず
か
る
人
も
な

し 

（
古
今
集
・
雑
上
・
八
九
二
）

が
早
い
。
ま
た
、
類
例
と
し
て
、

お
ぼ
つ
か
な
今
と
し
な
れ
ば
お
ほ
あ
ら
き
の
森
の
下
草
人
も
か
り
け
り

 

（
貫
之
集
・
延
喜
御
時
内
裏
屏
風
・
お
ほ
た
か
が
り
し
た
る
所
・
二
四
〇
）

が
あ
り
、
鬱
蒼
と
し
た
森
と
の
連
想
が
働
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
⑤
⑥
と
も
に

夏
の
歌
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
繁
茂
し
た
草
木
を
詠
ん
で
い
る
。
夏
の
緑
を
強

調
し
た
画
柄
を
反
映
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
直
後
に
製
作
さ
れ
る
延
喜
六
年
内
裏

月
次
屏
風
が
、
五
月
に
照
射
、
六
月
に
鵜
飼
を
配
す
る
の
と
は
異
な
り
、
人
事

で
は
な
く
自
然
を
軸
に
一
年
を
示
す
構
成
で
あ
る
。
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⑦
は
、
住
吉
の
松
と
白
波
を
詠
む
。
住
吉
社
は
摂
津
国
に
所
在
し
、
他
の
名

所
が
概
ね
大
和
国
に
所
在
す
る
の
と
異
な
る
が
、
住
吉
社
前
を
流
れ
る
大
和
川

は
、
⑧
で
詠
ま
れ
る
佐
保
川
を
支
流
の
一
つ
に
す
る
。
住
吉
の
松
に
秋
風
が
吹

く
と
、
白
波
が
声
を
添
え
る
と
、
五
行
思
想
の
白
秋
を
詠
み
込
み
、
調
和
し
た

世
界
を
表
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。
屏
風
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
⑦
だ
け
が

海
を
詠
み
、
一
連
の
屏
風
の
中
に
、
山
野
河
海
を
と
り
揃
え
る
意
識
を
看
取
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑧
は
、
佐
保
川
を
詠
む
。
大
和
国
の
歌
枕
で
、『
万
葉
集
』
か
ら
詠
ま
れ
て

い
る
。
当
該
屏
風
と
近
い
時
代
で
は
、

ゆ
ふ
さ
れ
ば
さ
ほ
の
か
は
ら
の
か
は
ぎ
り
に
と
も
ま
ど
は
せ
る
ち
ど
り
な

く
な
り 

（
友
則
集
・
二
一
）

が
あ
り
、
千
鳥
と
川
霧
が
景
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、『
古
今
集
』
に
、

た
が
た
め
の
錦
な
れ
ば
か
秋
ぎ
り
の
さ
ほ
の
山
辺
を
た
ち
か
く
す
ら
む

（ 

古
今
集
・
秋
下
・
大
和
国
に
ま
か
り
け
る
時
、
さ
ほ
山
に
霧
の
た

て
り
け
る
を
見
て
よ
め
る
・
紀
友
則
・
二
六
五
）

が
あ
り
、
佐
保
山
は
紅
葉
の
名
所
で
あ
る
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
集
成
し
て

な
っ
た
の
が
⑧
と
い
え
よ
う
。

　

⑨
は
、
常
緑
の
意
を
持
つ
常
磐
山
が
紅
葉
し
て
い
る
の
は
、
ほ
か
の
山
の
紅

葉
を
風
が
貸
し
た
か
ら
だ
ろ
う
か
と
詠
む
。
常
磐
山
は
『
歌
枕
名
寄
』
で
は
山

城
国
と
す
る
が
、
十
世
紀
前
半
に
は
、
⑨
以
外
に
は
、

を
し
め
ど
も
と
ま
ら
ぬ
秋
は
常
盤
山
も
み
ぢ
は
て
ぬ
と
み
て
も
ゆ
る
さ
じ

 

（
延
喜
十
三
年
陽
成
院
歌
合
・
左
・
四
三
）

し
か
み
え
ず
、
特
定
の
地
名
と
い
う
よ
り
、
一
般
名
詞
で
あ
ろ
う
。

　

⑩
は
、
網
代
木
を
詠
む
。
網
代
は
『
万
葉
集
』
に
も
数
例
み
え
る
が
、
特
定

の
季
節
と
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
ま
た
、『
古
今
集
』
に
は
み
え
ぬ
題
材
で

あ
り
、
十
世
紀
以
降
の
詠
法
も
、『
万
葉
集
』
の
そ
れ
と
は
断
絶
が
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
）
29
（

。
十
世
紀
以
降
で
は
当
該
歌
が
も
っ
と
も
早
い
が
、『
古
今
集
』

に
入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
続
い
て
、

ふ
た
た
び
や
紅
葉
ば
は
ち
る
け
ふ
み
れ
ば
あ
じ
ろ
に
こ
そ
は
落
ち
は
て
に

け
れ

（ 

貫
之
集
・
承
平
五
年
内
裏
屏
風
・
あ
じ
ろ
に
紅
葉
の
散
入
り
て
な

が
る
る
所
に
人
お
ほ
か
り
・
三
三
二
）

な
ど
、
貫
之
が
屏
風
歌
に
お
い
て
六
例
用
い
て
い
る
。
表
現
は
、
川
上
で
時
雨

が
降
る
網
代
に
、
水
だ
け
で
は
な
く
紅
葉
ま
で
も
流
れ
落
ち
る
さ
ま
を
詠
む
。

⑩
に
対
し
て
は
、
屏
風
絵
か
ら
屏
風
歌
の
表
現
が
析
出
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
）
30
（

。
屏
風
歌
に
お
い
て
、
新
し
い
題
材
を
取
り
込
む
際
、
既
存
の
歌
こ

と
ば
を
介
在
さ
せ
る
例
は
他
に
も
あ
り
）
31
（

、
⑩
に
「
も
み
ぢ
」
を
持
ち
出
す
の
は
、

網
代
を
提
示
す
る
た
め
配
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑪
は
、
白
雪
と
桜
の
見
立
て
に
よ
る
。
吉
野
は
大
和
国
、
雪
や
桜
の
名
所
で

あ
り
、三

吉
野
の
山
べ
に
さ
け
る
さ
く
ら
花
雪
か
と
の
み
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る

 

（
古
今
集
・
春
上
・
寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
の
う
た
・
友
則
・
六
〇
）

な
ど
、
類
例
は
数
多
い
。
典
型
的
な
一
首
だ
が
、
こ
こ
で
も
賀
意
を
詠
み
込
ん

で
い
な
い
。
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⑫
は
、
①
と
同
じ
く
賀
意
を
持
つ
。
常
緑
の
松
と
竹
の
色
が
変
わ
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
長
寿
を
言
祝
ぐ
。
一
見
、
無
季
題
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
徳
原
が
、

松
も
み
な
竹
も
あ
や
し
く
吹
く
風
は
ふ
り
ぬ
る
雨
の
声
ぞ
き
こ
ゆ
る

 
（
貫
之
集
・
天
慶
四
年
内
裏
屏
風
・
松
と
竹
と
あ
り
・
四
九
六
）

な
ど
を
引
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
松
竹
図
は
屏
風
歌
に
お
い
て
冬
季
題
で
あ
る
）
32
（

。

し
か
し
、
松
と
竹
を
同
時
に
詠
む
歌
は
『
古
今
集
』
に
み
え
ず
、
屏
風
歌
の
中

で
具
現
し
た
取
り
合
わ
せ
と
い
え
よ
う
。

　

冬
題
で
は
、
⑩
⑫
は
『
古
今
集
』
四
季
部
に
は
み
え
な
い
題
材
を
取
り
込
ん

で
い
る
。
直
後
に
製
作
さ
れ
る
延
喜
六
年
内
裏
月
次
屏
風
が
、
神
楽
、
大
鷹
狩

り
、
臨
時
祭
、
仏
名
と
年
中
行
事
（
＝
人
事
）
を
中
心
に
取
材
し
て
い
る
の
と

は
異
な
る
。
⑩
の
「
網
代
」
は
、
人
工
物
に
は
違
い
な
い
が
、
詠
歌
内
容
は
、

川
上
で
時
雨
が
降
り
、
色
づ
い
た
紅
葉
が
流
れ
て
く
る
と
自
然
現
象
に
着
目
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
自
然
へ
の
注
視
は
、
夏
題
の
構
成
と
も
軌
を
一
に
し
て
お

り
、
人
事
を
取
り
除
き
、
四
季
の
運
行
を
自
然
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

秋
の
題
材
と
し
て
定
番
の
七
夕
が
と
ら
れ
て
い
な
い
が
、
新
井
栄
蔵
は
、
七
夕

は
暦
月
（
日
）
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
ツ
リ
ゴ
ト
的
側
面
を
潜
在
的
に

示
す
と
述
べ
て
い
る
）
33
（

。
七
夕
を
と
ら
な
い
こ
と
は
、
夏
題
冬
題
の
方
向
性
と
も

符
合
し
よ
う
）
34
（

。

　

和
歌
を
あ
し
ら
っ
た
屏
風
を
製
作
す
る
際
、
定
国
屏
風
の
よ
う
に
自
然
を
軸

に
す
る
か
、
延
喜
六
年
内
裏
月
次
屏
風
の
よ
う
に
年
中
行
事
を
中
心
に
人
事
題

材
を
軸
に
す
る
か
、
二
つ
の
方
向
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
た
と
理
解
で
き
よ
う
）
35
（

。

　

地
名
の
点
で
は
、
住
の
江
（
＝
住
吉
）
を
除
き
、
大
和
に
偏
っ
て
お
り
、
春

日
野
、
佐
保
川
、
吉
野
山
と
大
和
国
の
山
野
河
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
内
陸
に

あ
る
大
和
で
は
海
の
要
素
が
存
在
し
な
い
が
、
先
述
の
と
お
り
川
で
繋
が
る
住

吉
を
取
り
上
げ
、
山
野
河
海
の
四
つ
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
地
名
に
関

し
て
は
、
意
識
的
な
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
歌
人
が
個
々
に
提
出

し
た
歌
か
ら
、
こ
う
し
た
偏
向
が
出
来
す
る
と
は
考
え
に
く
く
、
当
初
か
ら
構

成
が
示
さ
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。
こ
の
偏
向
は
、
延
喜
十
三
年
の
満
子
四

十
賀
屏
風
に
お
い
て
は
み
ら
れ
ず
、
勧
修
寺
家
が
大
和
国
に
ゆ
か
り
深
か
っ
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
定
国
と
大
和
と
の
関
係
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
現
存
資
料
か
ら
両
者
の
つ
な
が
り
は
詳
ら
か
に
な
ら
ず
、

後
考
を
俟
ち
た
い
。

　

全
体
の
構
造
と
し
て
は
、
最
初
と
最
後
、
①
と
⑫
が
賀
意
を
直
接
的
に
表
現

し
、
②
と
⑪
も
桜
を
取
り
上
げ
②
は
雲
、
⑪
は
雪
と
そ
れ
ぞ
れ
見
立
て
て
い
る

点
も
対
応
す
る
。
屏
風
の
中
で
一
年
が
円
環
し
、
再
び
一
年
を
廻
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

同
様
の
円
環
構
造
を
持
つ
屏
風
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
製
作
さ
れ
た
長
恨
歌
屏

風
が
あ
る
。
長
恨
歌
屏
風
は
、
玄
宗
・
楊
貴
妃
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
構
成
さ

れ
、
玄
宗
の
曲
で
は
、

も
み
ぢ
ば
に
い
ろ
み
え
わ
か
ず
ち
る
も
の
は
物
お
も
ふ
あ
き
の
な
み
だ
な

り
け
り 

（
五
二
）

く
れ
な
ゐ
に
は
ら
は
ぬ
に
は
は
な
り
に
け
り
か
な
し
き
こ
と
の
は
の
み
つ

も
り
て 

（
五
六
）

と
紅
葉
を
用
い
て
円
環
を
構
成
す
る
。
一
方
、
楊
貴
妃
の
曲
で
は
、
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し
る
べ
す
る
く
も
の
ふ
ね
だ
に
な
か
り
せ
ば
よ
を
う
み
な
か
に
た
れ
か
し

ら
ま
し 

（
五
七
）

ゐ
る
く
も
の
ひ
と
わ
き
も
せ
ぬ
物
な
ら
ば
な
み
だ
は
み
を
と
な
が
れ
ざ
ら

ま
し 

（
六
一
）

と
雲
を
用
い
円
環
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
構
成
に
よ
り
、
屏
風
の
中
に
時
間
の

流
れ
を
生
成
し
て
い
る
）
36
（

。

　

当
該
屏
風
も
、
①
と
⑫
、
②
と
⑪
で
対
応
す
る
題
材
を
取
り
上
げ
、
円
環
構

造
を
構
築
、
滞
り
な
く
廻
る
四
季
を
表
現
す
る
。
四
季
を
幾
度
も
廻
る
こ
と
か

ら
、
年
を
重
ね
る
こ
と
へ
転
じ
、
構
成
に
よ
っ
て
算
賀
の
祝
意
を
表
明
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

六

　

本
稿
で
は
、『
古
今
集
』
以
前
に
お
け
る
算
賀
屏
風
の
様
態
を
確
認
し
、
藤

原
定
国
四
十
賀
屏
風
が
和
歌
を
配
す
る
算
賀
屏
風
を
確
立
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　

当
該
屏
風
は
、
藤
原
定
国
の
四
十
賀
に
際
し
、
醍
醐
に
よ
っ
て
下
賜
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
延
喜
五
年
時
点
に
お
い
て
、
定
国
・
満
子
兄
妹
を
外
戚
と
し
て
重
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
治
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

当
該
屏
風
歌
の
特
徴
は
、
四
季
の
移
ろ
い
を
円
環
と
し
て
表
現
す
る
と
こ
ろ

に
あ
り
、
そ
の
運
行
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
算
賀
の
祝
意
を
表
明
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
②
〜
⑪
の
和
歌
に
明
確
な
賀
意
は
示
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
基
盤
に
あ
る
の
は
、『
古
今
集
』
四
季
部
に
お
い
て
具
現
化

さ
れ
た
四
季
観
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
『
古
今
集
』
夏
部
の
ほ
と

ん
ど
が
ほ
と
と
ぎ
す
詠
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
題
材
に
は
大
き
な
偏
り

が
あ
っ
た
。
当
該
屏
風
で
は
、
各
季
節
か
ら
均
等
に
取
材
す
る
が
、『
古
今
集
』

に
は
な
か
っ
た
題
材
を
拡
充
し
た
も
の
で
は
、
人
事
的
で
は
な
く
自
然
を
主
軸

と
し
た
も
の
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
当
該
屏
風
の
特
徴
を
看
取
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）　

詞
書
に
「
こ
の
中
宮
東
宮
の
女
御
と
き
こ
え
さ
せ
け
る
時
、
だ
い
た
ま
は
せ
て
よ
ま

せ
た
ま
ひ
け
る
御
屏
風
の
歌
」
と
あ
る
。
温
子
が
こ
の
呼
称
で
呼
ば
れ
る
の
は
、
寛
平

八
年
六
月
に
胤
子
が
薨
じ
、
醍
醐
が
即
位
す
る
寛
平
九
年
七
月
ま
で
の
わ
ず
か
な
期
間

で
あ
る
。

（
2
）　

当
該
屏
風
の
先
行
研
究
に
は
、
奥
村
恒
哉
ａ
「
古
今
集
巻
七
右
大
将
藤
原
朝
臣
の
四

十
賀
の
屏
風
歌
の
作
者
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
』
二
一
│
一
一　

昭
和
二
七
年
一
二

月
、
の
ち
『
古
今
集
・
後
撰
集
の
諸
問
題
』
風
間
書
房　

昭
和
四
六
年
）、
増
田
繁
夫

ａ
「
古
今
和
歌
集
と
屏
風
歌
」（『
一
冊
の
講
座　

古
今
和
歌
集
』
有
精
堂　

昭
和
六
二

年
）、
奥
村
恒
哉
ｂ
「
再
び
、
古
今
集
巻
七
右
大
将
藤
原
朝
臣
の
四
十
賀
の
屏
風
歌
の

作
者
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
』
五
六
│
八　

昭
和
六
二
年
八
月
）、
増
田
繁
夫
ｂ
「
古

今
集
「
右
大
将
藤
原
朝
臣
四
十
賀
屏
風
歌
」
私
見
」（『
国
語
国
文
』
五
七
│
三　

昭
和

六
三
年
三
月
）、
田
中
喜
美
春
『
古
今
集
改
編
論
』（
風
間
書
房　

平
成
二
二
年
）
が
あ

る
。

（
3
）　

徳
原
茂
実
『
古
今
和
歌
集
の
遠
景
』（
和
泉
書
院　

平
成
一
七
年
）。

（
4
）　
『
菅
家
文
草
』
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
り
、
引
用
末
尾
に
そ
の
番
号
を
付
し
た
。

一
部
、
表
記
を
整
え
た
箇
所
が
あ
る
。

（
5
）　

内
田
順
子
「
菅
原
道
真
の
「
基
経
五
十
賀
屏
風
図
詩
」
に
つ
い
て
」（『
和
漢
比
較
文

学
』
三
九　

平
成
一
九
年
八
月
）
二
三
頁
。
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（
6
）　

谷
口
孝
介
『
菅
原
道
真
の
詩
と
学
問
』（
塙
書
房　

平
成
一
八
年
）
一
七
九
頁
。

（
7
）　
『
日
本
紀
略
』
仁
和
四
年
九
月
十
五
日
条
。

（
8
）　
『
伊
勢
集
』
に
、
宇
多
朝
末
期
に
制
作
さ
れ
た
物
語
屏
風
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
三

四
〜
五
一
）
の
が
、
現
存
す
る
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
こ
の
屏
風
は
算
賀
の
た
め
の
も

の
で
は
な
い
の
で
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（
9
）　

な
お
、
こ
の
点
、
増
田
繁
夫
は
、
基
経
五
十
賀
屏
風
詩
な
ど
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、

『
古
今
集
』
に
お
い
て
は
、「
屏
風
歌
を
他
の
歌
と
区
別
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
そ
こ
に
明
確
な
区
別
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
注

（
2
）増
田
論
文
ａ
五
二
八
頁
）
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
書
く
か
書
か
な
い
か
の
差
異
が
言

明
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。奥
村
恒
哉
が
指
摘
す
る
（
奥
村
恒
哉
『
古
今
集
・

後
撰
集
の
諸
問
題
』（
風
間
書
房　

昭
和
四
六
年
）
一
三
一
頁
）
よ
う
に
、
あ
る
て
い

ど
の
区
別
を
し
て
い
る
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

（
10
）　

人
康
は
、
貞
観
十
四
年
に
薨
じ
て
い
る
（『
日
本
三
代
実
録
』）。
こ
の
と
き
四
十
二

歳
で
あ
っ
た
（『
一
代
要
記
』）
か
ら
生
年
は
天
長
八
年
と
な
る
。

（
11
）　
『
日
本
紀
略
』
延
喜
元
年
十
二
月
十
四
日
条
。

（
12
）　

注（
3
）徳
原
著
一
〇
九
頁
。

（
13
）　

以
下
、
特
に
断
ら
な
い
和
歌
資
料
の
引
用
は
新
編
国
歌
大
観
に
拠
る
。
私
家
集
の
異

本
を
参
照
す
る
場
合
の
み
新
編
私
家
集
大
成
を
用
い
、（　

）
に
そ
の
分
類
を
示
し
た
。

ま
た
、
適
宜
表
記
を
整
え
た
。

（
14
）　
『
本
朝
世
紀
』
延
喜
七
年
二
月
七
日
条
。

（
15
）　
『
古
今
集
』
と
の
関
係
を
論
じ
る
注（
2
）の
諸
論
で
は
増
田
論
文
ａ
ｂ
、
田
中
著
が

増
補
説
を
採
る
。
本
稿
で
も
こ
の
立
場
を
踏
襲
す
る
。

（
16
）　
『
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
一
』（
墨
水
書
房　

昭
和
四
八
年
）
よ
り
翻
字
し
た
。

（
17
）　

注（
3
）徳
原
著
で
は
、
⑫
を
『
続
後
撰
集
』
所
載
本
文
で
掲
載
す
る
が
、
こ
こ
で
は

鎌
倉
初
期
ま
で
遡
り
う
る
唐
草
本
『
素
性
集
』（
Ⅲ
）
に
拠
っ
た
。

（
18
）　

注（
3
）徳
原
著
一
〇
六
頁
。

（
19
）　
『
日
本
三
代
実
録
』
所
引
元
慶
八
年
四
月
十
三
日
勅
。

（
20
）　
『
日
本
三
代
実
録
』
同
日
条
。

（
21
）　
『
日
本
紀
略
』
寛
平
八
年
九
月
二
十
二
日
条
。

（
22
）　
『
寛
平
御
遺
誡
』
は
日
本
思
想
大
系
に
拠
っ
た
。

（
23
）　
『
九
暦
』
は
大
日
本
古
記
録
に
拠
っ
た
。
な
お
、〔　

〕
に
適
宜
人
名
を
補
っ
た
。

（
24
）　
『
日
本
紀
略
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
拠
っ
た
。

（
25
）　
『
公
卿
補
任
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
拠
り
、（　

）
に
延
喜
五
年
当
時
の
年
齢
を

付
し
た
。

（
26
）　

注（
2
）奥
村
論
文
ａ
で
は
、
特
に
立
場
を
明
確
に
し
な
い
が
、
注（
2
）増
田
論
文
ａ

が
増
補
説
を
提
示
す
る
と
、
注（
2
）奥
村
論
文
ｂ
に
お
い
て
増
補
説
を
退
け
て
い
る
。

（
27
）　

注（
2
）増
田
論
文
ａ
五
三
二
頁
。

（
28
）　

注（
2
）田
中
著
二
〇
六
頁
。

（
29
）　

田
島
智
子
「
平
安
中
期
の
屏
風
絵
と
屏
風
歌
の
関
係
」（『
詞
林
』
五
七　

平
成
二
七

年
四
月
）
三
頁
。

（
30
）　

注（
29
）田
島
論
文
五
頁
。

（
31
）　

拙
稿
「
延
喜
六
年
内
裏
月
次
屏
風
攷
」（『
文
藝
と
批
評
』
一
二
│
七　

平
成
三
〇
年

五
月
）
一
〇
頁
。

（
32
）　

注（
3
）徳
原
著
一
〇
六
頁
。

（
33
）　

新
井
栄
蔵
「『
古
今
和
歌
集
』
と
年
中
行
事
」（『
論
集
日
本
文
学
・
日
本
語　

二
』

角
川
書
店　

昭
和
五
二
年
）
一
〇
五
頁
。

（
34
）　

実
際
、
延
喜
六
年
内
裏
月
次
屏
風
に
は
七
夕
題
が
と
ら
れ
て
い
る
。

（
35
）　

な
お
、
い
わ
ゆ
る
名
所
屏
風
は
、
少
し
遅
れ
て
登
場
し
、
確
認
で
き
る
最
古
の
例
は
、

延
長
二
年
左
大
臣
北
方
屏
風
で
あ
る
。

（
36
）　

拙
稿
「『
伊
勢
集
』
長
恨
歌
屏
風
攷
」（『
平
安
朝
文
学
研
究
』
復
刊
二
五　

平
成
二

九
年
三
月
）
七
頁
。


